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【総論について】  

 公立の小学校管理職としての立場から意見を述べさせていただきます。 

総論 第１部の１． 

（２）教職員の指導力 

「教職員の研修が十分ではない、教職員によっては ICT 活用のノウハウが不足

している、地域や学校によっては遅れがみられるなどの指摘がある。」とあり

ます。 

  この指摘に対し、２．学校教育の情報化に関する基本的な方針（２）では、

課題解決のための具体的な施策が記述されています。 

その施策内容は、国や設置者が行ってくださるものであり、学校にとって大

変ありがたいものです。これらに加えて、最小単位であり、子供に最も近い存

在である学校が、主体的に行うべき施策が示されるとよいと考えます。 

  その理由として、現場や現場を取り巻く状況がこの１年で大きく変化した

ことが挙げられます。 

 具体的には、 

・子供自ら１人１台端末を活用して教師の想像を超えた学び方や活動展開を進

めていく姿が、たびたび見られるようになっています。１人１台端末を活用し

た個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実する授業は、学校を基盤と

した取組から生まれるという自負や自覚が必要だと考えます。校内において

実際の授業を通した主体的な研修会が大きな役割を果たすと考えます。 

・県や市のリーダー（例えば学校を指導する立場である指導主事等）にとっては

この１年間で急速に教育活動や授業のあり方が変化している中、学校に対し

て自らの経験に基づいて１人１台端末を活用した授業への助言を行うことが

難しいと推測されます。コロナ禍でもあり、学校現場になかなか訪問できない

ことも重なっています。 

・国や県等による教員の指導力向上に対する支援を待っていては、格差がますま

す大きくなると感じています。クラウド環境を活用するなどして学校間（異校



種も含む）が有機的に結びつき、ボトムアップで高まり合おうとする風潮も高

まりつつあり、協働的な営みをさらに推進していくことが大切であると考え

ます。 

・一人一人の子供が主語であり、自分の学習に責任をもつ時代に変わりつつある

中、教員も学校も、子供と共につくりあげる教育活動、学習に責任をもつ姿勢

や態度が必要だと考えます。 

 

 とりわけ、ICT を活用した児童生徒の資質・能力の育成、教員の ICT 活用力

の向上に関しては、学校というフィールドが果たす役割が大きくなっている

と感じている次第です。 

 


